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スの効果をもたらしたのか。その点はさらなる検
証が必要であろう。
介護認定の等級は，日本の場合７ランクなのに
対し，韓国はドイツと同様に対象者を中度以上に
絞り込み，３ランクに止めたことである。介護給
付費の抑制という面からはもちろん，それなりの
効果はあるが，軽度の要支援，要介護高齢者，と
くに高齢者だけの世帯や単独世帯にとって家事援
助サービスを中心とした生活全体の援助は必要で
あろう。
生活援助サービスはどういう形で保障していく
のか。韓国の場合高齢化率がまだ 10%と日本より
はるかに低いだけに，現在のところ顕在化してい
るとは言い難いが，高齢化がさらに加速した段階
で，軽度の要介護者に対する支援の問題は必ずや
深刻化してくるだろう。
日本と比較しつつ，その点でのフォローも続け
ていきたい。
（学会誌等への掲載）
①「現地で見た韓国の介護事情 『韓国老
人長期療養保険』スタート後１年の現状と課題」
（「介護人材９月号」22 p～26 p）産労総合研
究所 9月号 11月号
②「日韓における介護保険制度の違い」（Ｒｕｎ
＆ U p春号）12p～15p，メディカルビュー
社，2010年 3月
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「三層構造の歴史的意義と今後の可能性」
附属白梅幼稚園の実践との関連から
短期大学保育科 花原 幹夫
本研究の目的は，久保田浩氏の三層構造論の歴
史的意義と今後の可能性について，白梅学園大学
附属白梅幼稚園（以下，附属白梅幼稚園と略記）
の実践等と関連づけながら，検討をしていくこと
である。本研究は，「保育構造研究会」に所属す
る教員によって構成されている。構成教員は，金
田利子，高田文子，瀧口優，佐々加代子，鈴木慎
一朗，花原幹夫，川喜田昌代である。この研究会
は，保育の構造について広く学びたいという意識
の基に，2006年４月 25日に発足した組織である。
これまでに，文献購読，講師を招聘しての勉強会
等を通して，研究の基礎を築いてきた（「研究年
報」№12，2007年・№13，2008年，2009年・No
14に掲載）。
2009年度の研究申請申請書では，以下の４点の
研究課題を挙げた。①附属幼稚園の保育実践の検
討。 ②三層構造における歴史的意義。 ③三層
構造における今日的な課題。 ④国際的視野から
みた三層構造。これら４点の課題すべてを解決す
ることはできなかったが，2009年度に重点的に取
り組むことができた課題は，昨年度に続いて上記
の①と②についてである。具体的には，2009年度
は，計 10回の研究会を開催して課題の検討を行っ
ていった。以下に回数と検討概要を記す。
第１回（４月７日）…附属白梅幼稚園が発行し
た「白梅の保育 No.４」（実践と考察）を相互
に読み合わせ，附属幼稚園における保育実践の検
討分析等を行った。第２回（６月９日）…前回の
続きと，「保育の構造について ―三層構造にふ
れて」について，講師を招聘して勉強会（講演会）
を実施することについての検討を行う。第３回
（９月１日）…前回の続きの検討の一環として，
講師として加藤繁美氏（山梨大学）を招聘するこ
とに決定し，勉強会（講演会）の内容を検討する。
第４回（９月 15日）…第１回目の続きとして，
附属白梅幼稚園が発行した「白梅の保育 No.４」
（実践と考察）を相互に読み合わせ，附属幼稚園
における保育実践の検討分析等を行った。第５回
（９月 25日）…加藤繁美氏による講演と質疑応答。
講演の概要は，加藤氏の著書である「対話的保育
カリキュラム（上下巻）」の内容に基づき，久保
田浩氏の三層構造論にふれながら，加藤氏の「保
育構造論」についてである。その後，質疑応答を
行った。第６回（10月 27日）…奈良吉城（よし
き）プランについての検討。奈良吉城プランとは，
1948（昭和 23）年 10月に作成されたカリキュラ
ムで，奈良吉城プラン研究会メンバーである 13
氏が熱心に討議，研究して創り上げられたプラン
である。その 13氏の中に久保田浩氏がおり，久
保田浩氏の三層構造論のルーツであることから，
吉城プランの検討を行うことになった。第７回
（12月８日）…今年度の活動のまとめ（総括）に
ついて。第８回（2010年１月 19日）…奈良吉城
（よしき）プランについての検討の続き。第９回
（２月 23日）…2009年度の活動のまとめ（総括）
について。第 10回（３月 23日）…前回に続いて2
009年度の活動のまとめ（総括）と，次年度の活
動の方向について検討。
2009年度に取り組むことができなかったいくつ
かの課題については，今後，継続的に研究をして
いく予定である。
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